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保護者や地域の客様ヘ

学校において、児童生徒等の学びを確保するための取組を進めることができておりますのは、保
護者や地域の皆様に感染症対策の取組に御理解と御協力を賜っているからであり、磁より感謝
申し上げます。

しかし、このような取組を徹底しても学校や家庭、社会において感染するリスクをゼロにすることは
できません。誰もが感染する可能性があります。その上、新型コロナウイルス感染症には未だ解
明されていない点があり、ワクチンも開発中であることから、この感染症に対する不安をお持ちの
方が多いと思います。

私たちは、この感染症と、この感染症がもたらした社会の変化に対して、現時点での科学的な
知見や見解に基づいて、工しく向き合うことが必要です。私からは、保護者や沌域の瞥様に次の
二点をお願いいたします。

第一に、感染者に対する差利や偏見、誹謗中傷等を許さないということです。

誰もが感染する可能性があるのですから、感染した児童生徒等や教職‐員、学校の対応を貴め
るのではなく、衛生管理を徹晨 、資なる感染を防ぐことが大切です。

そして、自分が差燿1等を行わないことだけでなく、「感染した個人や学校を特定して非難する」
「感染者と同じ職場の人や、医療従事者などの家族が感染しているのではないかと疑い思口を
言う」など身の周りに差燿彎等につながる発言や行動があったときには、それに同調せずに、「そん
なことはやめよう」と声をあげていただきたい。人々の優しさはウイルスとの関いの強い武器になりま
す。

感染を責める雰囲気が広がると、医療機関での受診が遅れたり、感染を隠したりすることにもつ
ながりかねず、結局は地域での感染の拡大にもつながり得ます。その点からも差別等を防ぐことは
終要なことです。

第二に、学校における感染症対策と教育活動の両立に対する御理解と御協力です。

感染症への対応が長期にわたることが憑定される中、学校では、感染症対策を講じつつ学校
教育ならではの学びを人事にしながら教育活動を進め、子供たぢの健やかな学びを最大限保障
するための取組を進めていただヽヽているところです。また、大学についても、感染症対策の徹底

業の検討も含めた学修機会の確保の両立をお願いしております。

量去畿等や学轟が、終書となる力を身に付けてvく

と難憾力をお願ヽヽヽヽたします。
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